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１．委員定数    ９名（定足数５名） 

 

２．出席及び欠席委員 

○出席（８名） 加賀谷道則、佐々木里史、加賀谷由美子、大渕宏道、 

        戸松大輔、川村美樹子、工藤春信、船木政廣 

○欠席（１名） 菊地次郎 

 

３．議事録署名員及び書記 

議事録署名員  大渕宏道、川村美樹子 

書記      健康推進課 課長補佐 牧野和歌子 

 

４．事務局側出席者 

  町長      田川政幸 

健康推進課   課長：大高博充、課長補佐：牧野和歌子、係長：田中友樹 

税務課     課長：三浦幸綱、主事：清水音色 

 

５．開会     午後１時２５分 

大高課長： 

定刻前でございますが皆様お揃いになりましたので、ただいまから令和７年度第

２回三種町国民健康保険運営協議会を開会いたします。 

本日は、９月議会定例会前に国民健康保険事業勘定特別会計の令和６年度決算状

況及び令和７年度９月補正予算（案）についてお謀りさせていただきたく開催さ

せていただきました。 

それでは、お手元の次第に従いまして進めさせていただきます。 

はじめに、船木会長から会長あいさつをお願いします。 

 

６．会長あいさつ 

船木会長： 

暑いなかご参加いただきありがとうございます。 

ただいま大高課長からありましたように、本日は、国民健康保険事業勘定特別会

計の令和６年度決算状況及び令和７年度９月補正予算という議題で進めてまいり

たいと思いますので、どうぞご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

７．町長あいさつ 

大高課長： 
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続きまして、町長からあいさつをお願いします。 

 

田川町長： 

本日は大変お忙しいなか令和７年度第２回三種町国民健康保険運営協議会にご出

席をいただきまして誠にありがとうございます。 

委員の皆様には日頃から国保事業の円滑な推進そして運営に対し、的確なご指導、

ご協力を賜っておりますことにこの場を借りて御礼を申し上げたいと思います。 

皆様が平等に医療を受けられるこの国保制度、こちらをしっかりと支えるため、

そして健全な運営をしていくために、運営協議会の皆様には日頃から大変なご協

力をいただいております。 

今日は令和６年度会計の決算と、令和７年度予算の補正ということで、２件協議

いただく予定となっています。 

６年度決算においては、昨年度、算定方式の変更等に伴って、税率の調整等があ

りました。 

そういったことから、単年度収支は黒字となっております。 

ただ、先回の国保運営協議会において、決算の見込から、７年度の税率は引き下

げることを決定させていただいて、議会の承認を得たところでございますが、そ

の議会での議論においては、やはり国保会計においては状況をみながら引き続き

慎重な判断をしていく必要があるだろうと、このように感じたところでございま

す。 

この後、９月議会では決算審議があります。 

その際にまた議員の皆様から審議をいただくこととなりますので、委員の皆様に

は本日また慎重な審議そして忌憚のないご意見を賜りますようお願い申し上げま

して、冒頭のあいさつとさせていただきます。 

本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

 

大高課長： 

ありがとうございました。 

この後は、三種町国民健康保険運営協議会規則第６条の規定により会長が議長と

して議事を統理することとなっておりますので船木会長にお願いしたいと思いま

す。 

よろしくお願いします。 

 

８．会議成立の報告 

船木会長： 

それでは、次第に沿って進めていきます。 

本日は、委員定数９人のうち８人が出席しておりますので、三種町国民健康保険
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運営協議会規則第３条の規定により会議が成立しております。 

 

９．議事録署名員及び書記の選任 

船木会長： 

次に、次第の４、議事録署名員及び書記の選任についてですが、議長において指

名したいと思いますが、ご異議ございませんか。 

・・・（ 異議なしの声あり ）・・・ 

異議なしの声がございますので、議事録署名員には大渕委員並びに川村委員を、

書記には健康推進課 課長補佐 牧野和歌子さんを指名いたします。 

よろしくお願いいたします。 

 

１０.報告事項 

船木会長： 

次に、報告事項を議題にいたします。 

令和６年度国民健康保険事業勘定特別会計決算状況について、事務局より説明を

お願いします。 

 

田中係長： 

それでは、決算状況について、資料１を使いまして説明いたします。 

資料１「令和６年度三種町国保の決算状況」を１枚めくって目次をご覧ください。 

１ページと２ページが収支決算状況、３ページ以降が決算の概要となります。 

はじめに、１ページ目をご覧ください。 

歳入について、収入済額を中心に説明いたします。 

１款 保険税 

現年分の収入済額の計が、２億９，７２７万６千円、滞納繰越分の計が８３２万

円、合わせて、保険税の収入済額の計が３億５５９万５千円となっています。 

収納率は、９１．８３％となっており、前年度より１．２ポイント増加しており

ます。 

不納欠損額は、２８５万４千円で、前年度より２１万６千円減少しております。 

前年度までは、保険税の内訳に一般被保険者分と退職被保険者分がありましたが、

退職者医療制度については、平成２０年４月に廃止となり、経過措置についても

令和５年度末をもって廃止となっています。 

 

２款 使用料及び手数料 

国保税の督促手数料９万３，２００円です。 

 

３款 国庫支出金 

社会保障・税番号制度システム整備費等補助金として２６６万２，０００円が交
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付されております。 

 

４款 県支出金 

普通交付金は、保険給付費の医療費に係る分が、県から交付されています。 

特別交付金は、備考欄に記載の内訳のとおり交付されております。 

福祉医療基盤強化補助金は、療養給付費負担金や調整交付金の算定の際、マルフ

ク分が減額調整されており、その減額分の１／２が県から交付されています。 

 

５款 財産収入 

財政調整基金利子７０，８２５円となっております。 

 

６款 繰入金 

一般会計繰入金は、備考欄に記載の内訳のとおり、全て基準内繰入れとして１億

５，９４６万２，９７０円を繰り入れております。 

基金からの繰入れはありません。 

 

７款 繰越金 

前年度の繰越金６９７万８，９８８円です。 

 

８款 諸収入 

国保税の延滞金や保険者間調整等による一般被保険者返納金が備考欄に記載のと

おり収入されております。 

 

次に、２ページ目をご覧ください。 

歳出について支出済額を中心に説明します。 

１款 総務費 

国保事業における事務経費や委託料等を支出しており、内訳は備考欄に記載のと

おりです。 

合計１，７１５万５，０００円の支出です。 

 

２款 保険給付費 

療養給付費 

支出済額１１億９，８２５万９，０００円、前年度比７．４３％の減 

療養費 

支出済額８５７万円、前年度比１５．１７％の減 

審査支払手数料 

医療機関からの請求の審査を国保連合会に委託している手数料で４０７万７，０

００円の支出です。 
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高額療養費 

支出済額２億１，１８２万円、前年度比６．４８％の減となりました。 

 

３款 国保事業費納付金 

県へ支払う納付金で、医療給付費分、後期高齢者支援金分、介護納付金分、合計

４億５，２３６万６，０００円です。 

 

６款 保健事業費 

国保の保健事業費で特定健康診査等事業費１，７１３万９，４２８円、糖尿病重

症化予防対策事業費４２７万６，０４９円で、合わせて２，１４５万５，４７７

円です。 

 

７款 基金積立金 

財政調整基金３，３９９万６，８２５円を積立てております。 

 

９款 諸支出金 

過年度分保険税の還付５３万円、保険給付費等交付金返還金５，０００円、還付

加算金４，５００円です。 

合わせて５３万９，５００円です。 

 

歳入合計１９億７，２１２万９，０００円 

歳出合計１９億５，０９９万３，０００円 

差引額２，１１３万６，０００円 

この金額が令和７年度へ繰越となります。 

 

次に、３ページ目をご覧ください。 

決算の概要について説明いたします。 

１（１）の表をご覧ください。 

令和６年度の（Ｃ）欄 歳入歳出差引額２，１１３万６，０００円から、前年度

実質収支、基金積立額を差し引き、基金取崩額を加えた額が実質単年度収支とな

りますが、令和６年度は、４，８１５万４，０００円の黒字となっております。 

（２）は、国保財政調整基金についてです。 

令和６年度は３，３９９万 ７，０００円を積み立て、年度末残高は１億３，２

７８万２，０００円となっております。 

 

４ページは、歳入歳出の科目の割合を、カラーの円グラフで表しています。 

歳入の７４．７％が国・県支出金、歳出の７１．６％が保険給付費という状況で

す。 
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次に、５ページをご覧ください。 

こちらは、被保険者数と世帯数の前年度比較で、どちらも記載のとおり減少して

おります。 

年度平均被保険者数について左上段に記載していますが、令和６年度は対前年度

比１９３人の減の３，１８２人、減少率５．７％となっております。 

下段には年度末の状況を記載しております。 

 

次に、６ページ目をご覧ください。 

国民健康保険税について記載しています。 

令和６年度は、税率の改定があり、現年度分の収納額は、中段中ほどに記載して

いますが、２億９，６６３万３，０００円で、令和５年度と比較すると、１，５

４２万５，０００円の増となっております。 

右側の表の１世帯当たり調定額は１４万３，２９９円で１３，１８５円の増、１

人当たり調定額は９万６，４２３円で、１万７５２円の増となりました。 

 

次に、７ページ目をお開きください。 

保険給付についてです。 

（１）支払状況 

令和５年度と比較しますと、金額の大きいもので、療養給付費等１１億９，７２

２万８，０００円、前年度比△７．３９％、療養費等８５７万円、前年度比△１

５．１７％、高額療養費２億１，１７８万１，０００円、前年度比△６．４５％ 

となっております。 

国保加入者の出産に伴う出産育児一時金については２件、１００万円、国保加入

者の方の死亡に伴う葬祭費については３３件、１６５万円となっています。 

 

続きまして、８ページ目をお開きください。 

医療費についてです。 

こちらは治療に要した費用額と日数等を記載しています。 

令和５年度と比較しますと、費用額の計は、令和５年度計１７億６，３４０万９，

０００円、令和６年度計１６億３，５８１万３，０００円となっており、１億２，

１７９万６，０００円減少しています。 

１人当費用額も前年度と比較すると１．６１％減少しております。 

 

次に、９ページ目をお開きください。 

保健事業についてです。 

（１）特定健康診査等事業 

①特定健康診査の受診率につきましては、令和５年度は４４．９％、令和６年度
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は４４．０％で、ほぼ横ばいとなっております。 

未受診者へは、委託により、年間３回ハガキによる勧奨を行っております。 

②特定保健指導は、健診結果からメタボリックシンドローム又はその予備軍と判

定された方への保健指導で、実施率は、１５．３％となっております。 

（２）糖尿病重症化予防対策事業についてです。 

糖尿病は、症状を放置したままにしておくと、人工透析へとつながる可能性が高

く、医療費で試算すると１人あたり年間約５００万円の医療費がかかると言われ

ています。 

そういったリスクの高い方に対して医療機関への受診勧奨や、保健指導を実施し

腎不全や人工透析への移行を防止する事業になります。 

受診歴及び健康診断の結果等の医療費分析から対象者を抽出して勧奨を行い、実

績についてはご覧のとおりとなっています。 

 

１０ページ目をご覧ください。 

（３）ジェネリック医薬品差額通知事業の説明になります。 

ジェネリック医薬品への切り替えにより、薬剤費軽減額が３００円以上となる対

象者へ、通知により切り替えを促す事業となります。 

令和４年度から国保連へ委託し、８月と２月の年２回、ジェネリック医薬品差額

通知を発送しております。 

ジェネリック医薬品普及率については、令和６年度末で８４．２％となっていま

す。 

下段の「③切替効果額」について、令和４年度から比較すると金額が少なくなっ

てきていますが、切り替えが進んできたため、新たに通知される対象者が少なく

なってきているためと思われます。 

 

資料説明は、以上ですが、資料３ページ目でも説明したとおり、令和６年度末の

基金残高は１億３，２７８万２，１２２円となっております。 

国保税の税率については、６月の議会定例会において、議員の方へお伝えしてお

りますが、令和８年度において税率を引き下げる方向で検討しております。 

下げ幅等については今後の情勢が影響するため、現時点ではお示しできませんが、

来年の６月議会前に、運営協議会にお諮りしたいと考えておりますので、その際

はどうかよろしくお願いいたします。 

令和６年度の国民健康保険事業勘定特別会計決算状況については、以上です。 

 

船木会長： 

事務局の説明が終わりました。 

事前配付しておりますので、みなさん確認されていると思いますし、黒字で税率

も見直すとのことですので、これをもって報告とさせていただきます。 
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１１．協議事項 

船木会長： 

次に、令和７年度国民健康保険事業勘定特別会計９月補正予算（案）について、

事務局より説明をお願います。 

 

田中係長： 

つづきまして、９月補正について、資料２と資料２別紙を用いまして説明いたし

ます。 

はじめに歳入から説明します。 

歳入 

１款 保険税については、７月に本算定が行われ、本年度の税額が確定したため

の補正です。 

未申告者が申告したことにより、軽減対象者が増え、５３０万３，０００円減額

となっています。 

 

３款 国庫支出金については、マイナ保険証に関係するリーフレットの印刷製本

費に係る補助金が社会保障・税番号制度システム整備費等補助金として５万８，

０００円増額となります。 

 

６款 繰入金については少し複雑なので、資料２別紙を用いて説明いたします。 

基盤安定対策分の繰入金は、国保税の算定の際の軽減額等や軽減対象被保険者数

によって算定されます。 

資料２別紙の１に、軽減前保険料が載っていますが、仮に軽減対象者がいなかっ

た場合、９月補正では、保険料が３１０万２，８９６円増額になる見込みでした。 

２に保険料軽減額を記載していますが、未申告者が申告したことにより、６月補

正に比べて保険料軽減額が８２４万６，３５７円増額しています。 

このうち、未就学児に係る子ども軽減額を除いた８２５万６，０３２円が、保険

基盤安定対策分の繰入金のうちの、保険税軽減分となります。 

基盤安定対策分の繰入金には、保険税軽減分のほかに、保険者支援分というもの

があります。これは、低所得者を多く抱える市町村を支援し、中間所得者層を中

心に負担を軽減する制度です。軽減対象となった被保険者数に応じて算定されま

すが、６月補正と比較して、軽減対象被保険者数が増加したことにより、保険者

支援分の繰入金が４０８万 ２，９８９円が増額となります。 

６繰入基準額に記載していますが、保険税軽減分と保険者支援分を合わせた１，

２３３万９，０２１円が保険基盤安定対策分の繰入金となります。 

資料２の別紙の説明は以上で、資料２に戻ります。 

６款 繰入金の補正では、このほか事務費分の繰入れとして、歳出で補正してい
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る子ども・子育て支援金創設対応負担金分の繰入れ、プラス４７４万７，０００

円増額と、歳入３款の国庫支出金で増額した５万８，０００円を事務費繰入れか

らマイナスし、合わせて、事務費繰入の補正額が、４６８万９，０００円増額と

なっています。 

６款 繰入金の補正額の合計は、基盤安定対策分と事務費分を合わせて、１，７

０２万 ８，０００円となります。 

 

続きまして ７款 繰越金についてです。 

前年度繰越金が２，１１３万４，０００円増額となっています。 

以上、歳入合計は、３，２９１万７，０００円の増額補正となります。 

 

つづきまして、裏面の２ページをご覧ください。 

歳出について説明します。 

１款 総務費については、さきほども触れました子ども・子育て支援金創設対応

負担金が４７４万７，０００円です。 

 

９款 諸支出金は、令和６年度の保険給付費等交付金が実績により返還が生じた

ため、３１万９，０００円の支出となります。 

 

歳入・歳出の調整を７款 基金で、財政調整基金に２，７８５万１，０００円積

み立てることとしております。 

補正後の積立額が、１億２，２０８万６，０００円となり、令和７年度末の基金

の残高見込みは、２億５，４８６万８，１２２円となります。 

決算報告の際も説明しましたとおり、国保税の税率について、令和８年度におい

て引き下げる方向で検討しております。 

下げ幅については、今後の情勢も影響してきますので、現時点ではお示しできま

せんが、今後検討してまいりたいと考えておりますので、ご理解くださいますよ

うお願いします。 

歳出合計は、３，２９１万７，０００円となります。 

９月補正予算についての説明は以上となります。 

 

船木会長： 

説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

 

委員： 

資料２別紙で、未申告者が増えている。 

７割軽減が１４７人増えているが、そんなに申告していない世帯があるのか。 
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大高課長： 

７割軽減について、被保険者数が１４７人増、世帯数が１２１世帯増となってい

ます。 

 

三浦課長： 

毎年、年金収入だけの人は社保控除がある場合でも申告しない人が多く、こちら

から連絡してから申告する人もいて、毎年このくらいはいます。 

なかには「役場に連絡がいってるだろう」と話す人もいますが、農家の情報はな

いため、未申告者へたとえ０円でも申告をするよう連絡をしています。 

 

委員： 

税務課からの知らせに、年金だけの人は申告しなくてもよいと書いている。 

申告しなくてもよいと思って申告していなかった人が、申告をして７割軽減にな

ったと思う、国保に加入している人がこんなにいるんだな。 

 

委員： 

税務の方でもっと申告が必要なことを周知していれば、６月の段階である程度の

人数は固まっていた。 

周知方法を検討する必要があるのではないか。 

 

船木会長： 

事務的なことは今後、事務局で検討してもらうということで、どうでしょうか。 

ほかにありませんか。 

ほかに質疑がないようですので、本案を原案のとおり可決することに異議ありま

せんか。 

・・・（ 異議なしの声あり ）・・・ 

異議なしの声がありますので、本案については、原案のとおり決することに決定

しました。 

その他、事務局で何かございますか。 

 

大高課長： 

ありません。 

 

１２．閉会           午後２時１５分 

船木会長： 

予定した次第が全部終了しました。 

これをもちまして閉会いたします。 
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議事録署名員 会  長  船木 政廣 

 
委  員  大渕 宏道 

委  員  川村 美樹子 


